
お葬式の費用は、どうなってるの？

　お葬式を依頼する人にとって、気になるのが費用。

お葬式のクレームの中で最も多いのが費用に関す

る事柄です。

　お葬式の費用はおおむね、次のような三本柱に

なっています。

　お葬式の費用は、事前準備と葬儀社の選択によ

って大きく変わります。どんなお葬式をどのくらいの

費用でおこないたいのか、基本方針を事前に決め

て、信頼できる葬儀社に見積もりを依頼すれば、後

悔することは少ないようです。

　お香典は、かつて「香奠」と記したように「香を供え

る、ささげる」という意味で、本来は弔意の表明です。

　最近、香典の受け取りを辞退するケースもあるよ

うです。

◆負担を軽減するお香典

お葬式にまつわる常識

　ご遺体の安置後、葬儀社と葬儀の内容について

打ち合わせをおこなう前に、市区町村役場に死亡診

断書または死体検案書を添えて死亡届を提出し、埋・

火葬許可証を発行してもらう必要があります。ほとんど

の場合、届け出は葬儀社が代行します。

役所への死亡届の提出が必要

　お葬式を営むためには、さまざまな約束事がありま

す。事前に知っておきましょう。

　「墓地・埋葬等に関する法律」では、死後24時間

が経過しなければ、火葬することはできないと定められ

ています。

死後24時間経過しないと、火葬できない

　葬儀の日程は、火葬場の空き具合、宗教者の都

合、葬儀式場の空き具合によって決まりますので注

意しましょう。

葬儀の日程は、自分の都合だけでは決められない

　病院などでお亡くなりになられた場合、自宅にいっ

たん安置するのか、葬儀社の安置室に安置するのか

を決めておかないと、その時になってあわてることにな

ります。どこの会場を利用するのかも予め決めておく

といいでしょう。

ご遺体をどこに安置するか、決めておく

　宗教式の葬儀の場合は、自分の家の宗旨宗派で

おこなうため、前もって調べておきましょう。特に菩提

寺をお持ちの方は、葬儀の打ち合わせ段階から菩提

寺と確認しあうことが大切です。

宗旨宗派を確認しておく

（１）葬儀関係
　  お葬式を進行するのに必要な基本費用。

（2）その他諸費用

（3）宗教者関係
　  寺院へのお布施など、宗教者に直接渡すお礼。

仏式による死亡から繰上げ初七日までの
一般的な流れと確認事項

宗教や宗派、お寺との関わり等によってもお布
施の金額は変わってくるようです。あくまでもお
礼としてのお寺へのお布施なので、決まった料
金等はありません。檀家であれば、直接お寺の
ご住職へご相談することも失礼にはあたりませ
ん。檀家総代に聞くのもひとつの方法です。

〇葬儀用具一式（祭壇と飾り物、焼香用具等）
〇式場設備
〇お棺
〇骨壷
〇納棺用品
〇寝台車
〇霊柩車
その他

〇火葬料金
〇会場使用料
〇飲食接待費
〇返礼品
〇マイクロバス・
　タクシー　等

（地域によって異なることがあります）

危　篤

〇葬儀業者の決定

〇ご遺体の
　搬送先の決定

臨　終

〇菩提寺への連絡

ご遺体安置・枕飾り
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〇葬儀日程の決定

〇葬儀の内容の確認 

など

葬儀業者との打ち合わせ
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お葬式のあれこれ


